
       

 

 

山口県旧県庁舎・旧県会議事堂創建 100 周年記念事業 

記念講演会 「近代建築の再生と活用」 

日時：平成 28年 10 月 1日(土)10:00～12:00 場所：山口県旧県会議事堂議場 

大正 5(1916)年に建設された山口県旧県庁舎・旧県会議事堂。その創建 100 周年記念事業

の第二弾。今回は、近代建築の持つ歴史的、文化的価値を探り、更にそれらを踏まえた現
代における再生と活用の方法について考えます。 

その具体的な事例として、山口県旧県庁舎及び旧県会議事堂の設計者の一人である武田五

一が、同時期に設計した求道会館・求道学舎の保存とリノベーションの事例を取り上げま

す。築 90 年近く経過し、荒れ果てていた二つの建物がいかに再生を果たしたのか…。 

多くの県民そして建築関係の方々が、この講演会に参加され、県内にも数多く残されてい

る近代建築の活用方法について考える契機となることを心から期待しています。 

●記念講演 
求道会館・求道学舎の保存とリノベーション 

近角真一氏(（㈱集工舎建築都市デザイン研究所所長） 

『求道会館・求道学舎保存再生事業』で 2008 年日本建築学会賞(業績)受賞 

   

入場無料！ 

主催： (一社)日本建築学会中国支部山口支所  
共催：山口県 山口県議会 NPO 法人まちのよそおいネットワーク 山口近代建築研究会 

(一社)山口県建築士会 [CPD 対象事業/2 単位] 
後援：(一社)山口県建築士事務所協会 (公社)日本建築家協会中国支部山口地域会 

求道会館(1915 年/武田五一/ 

東京都指定有形文化財) 

 

求道会館内を案内される近角先生 

 

求道学舎(1926 年/武田五一/ 

2006 年リノベーション) 

 



山口県旧県庁舎・旧県会議事堂創建 100 周年記念事業 

記念講演会「求道会館・求道学舎の保存とリノベーション」 
日時：平成 28 年 10 月 1 日(土)10:00～12:00 場所：山口県旧県会議事堂議場 

○ 近角真一(ちかずみしんいち) 

株式会社 集工舎建築都市デザイン研究所 所長／建築家 

[略歴] 

1947 年生まれ／1971 年東京大学工学部建築学科卒業、1971 年内井昭蔵建

築設計事務所、1979 年近角建築設計事務所、1985 年より現職。／2011 年

より東洋大学大学院客員教授／東京建築士会 理事 

[受賞歴] 

｢武蔵大学キャンパス再開発｣1983 年 BCS 建築賞／「NEXT21 実験集合住宅」

1996 年日本建築学会作品選奨／「麗澤瑞浪中学高校第 2体育館」2000 年中

部建築賞／「ふれっくすコート吉田」2001 年日本不動産学会賞（業績賞）

／「求道会館」2004 年 BCS 特別賞／「求道会館・求道学舎」2008 年日本建

築学会賞（業績）／「求道学舎」2009 年日本建築家協会環境建築賞優秀賞 

 

求道会館や山口県庁舎をデザインした武田五一とは、どんな建築家なのか？ 

武田五一（1872(明治 5)年～1938(昭和 13)年）は、福山藩（現・広島県福山市）生まれ。関西を中心に活躍した日本の近代

建築家。京都帝国大学（京都大学）に工学部建築学科を創立し、多くの後進を育成した。アール・ヌーボーやフランク・ロイ

ド・ライトを日本に紹介した建築家とも言われる。国会議事堂建設や法隆寺などの古建築修復をはじめ、多くのプロジェクト

に関与している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

連絡先：〒754-0002 山口市小郡下郷 507-8 山口近代建築研究会 TEL：083-973-1599/080-3883-5413 (原田) 

求道会館(1915 年) 山口県庁舎(1916 年) 

●経歴 
1872 年（明治 5 年） 福山藩士の家に出生  
1897 年（明治 30 年） 東京帝国大学工科大学卒業  
1900 年（明治 33 年） 東大助教授  
1901 年（明治 34 年） 図案研究のためヨーロッパ留学（1903 年まで）  
1903 年（明治 36 年） 帰国、京都高等工芸学校（現京都工芸繊維 

大学）教授  
1908 年（明治 41 年） 大蔵省臨時建築部技師を兼任。議院建築の 

ため欧米視察  
1916 年（大正 5 年） 法隆寺壁画保存会委員  
1918 年（大正 7 年） 名古屋高等工業学校長  
1920 年（大正 9 年） 京都帝国大学建築学科教授（1932 年まで）
1938 年（昭和 13 年） 逝去 

●主な作品 
日本勧業銀行(1899年、妻木頼黄と共同)／京都府立図書館（1909
年、京都市）／求道会館（1915 年、1994 年東京都指定有形文化
財）／山口県庁舎・県会議事堂（1916 年、妻木頼黄、大熊喜邦と
共同、1984 年国重文）※同時期、岩国・臥龍橋の意匠設計／京都
大学建築学教室本館（1922 年）／聖トマス学院（1923 年）／京都
市役所（1927 年、1931 年、中野進一と共同）／求道学舎(1926 年)
／藤井有鄰館（1926 年）／島津製作所河原町別館（1927 年）／毎
日新聞社京都支局（1928 年）／京大人文科学研究所東洋学文献
センター（1930 年）／同志社女子大学栄光館（1932 年）／関西電
力京都支店（1937 年） 

 

武田五一で繋がる東京と山口の大正建築 
ととと 


